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序

　昭和58年度に開催される「あかぎ国体」にむけて、・県内各地で1

その準備がすすめられています。

　ここで報告します鶴谷遺跡群が所在する地域も、テニス会場に

予定され、テニスコニトをはじめとする各種スポーツ施設を併設

した前橋総合運動公園として造成されることになり、本年度も、

昨年度にひき続いて文化財保護の立場から第二次調査を実施いた

しました。当地内における埋蔵文化財発掘調査は、本年度をもっ

て終了いたしました。

　調査の結果、弥生時代から平安時代にかけての竪穴住居跡をは

じめとして、中世における墓跡や女堀跡など先人の生活の跡を実

証する数多くの遺構、遺物が発見され、私たちの祖先の生活や生

産の歴史を編む上で貴重な資料を得ることができました。ここに、

その成果の一端を報告いたします。

　この調査を実施するにあたり、終始ご協力いただいた都市計画

部公園緑地課の方々、及び、酷暑の中で直接調査に携わっていた

だいた作業員の方々に対して厚くお礼を申し上げます。

　本調査報告書が、地域の歴史解明の一助として活用されれば幸

甚であります。

昭和57年3月31日

前橋市教育委員会

教育長金井博之



　　　　　　　　　　　　　　　例　　　言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つるがや・1。本報告書は、前橋市荒口町及び二之宮町に所在する鶴谷遺跡群の昭和56年度発掘調査の概要で

　　ある。

2．調査主体は、前橋市教育委員会である。

3．発掘調査の要項

　　調査場所前橋市二之宮町字鶴谷127番地他10筆及び荒口町字鶴谷426－1番地他13筆

　　調査期間　昭和56年4月17日～昭和56年8月31日

　　発掘担当者　松本浩一、 木部日出雄、鵤木晋一、布施和男、田口正美

4．本書の作成は、調査にあたった担当者の共同討議に基づき、木部日出雄、鵤木晋一、田口正美

　が執筆を担当した。

5．96号住居跡出土の炭化遺物の分析・鑑定は、群馬県農業試験場経営部長、農学博士近藤晃氏に

　お願いした。

　　なお、炭化米の写真は宇貫達男氏の提供による。

6．出土遺物の実測及び図面作成は、安藤友美、佐藤久美子、中束彰子、洞口恵美子、渡辺美鈴が

　担当した。

7．本書で用いる方位Nは、磁北を示す。

8．本発掘調査における出土遺物は、一括して前橋市教育委員会で整理保管している。

9．本発掘調査にあたっては、大勢の発掘作業員、整理員の協力をいただいた。
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1　はじめに

　本年度の発掘調査は、昨年度（昭和55年度・第

1年次）にひき続き、前橋総合運動公園造成予定

地内の自由広場予定地・駐車場予定地・進入道路

予定地の一部分について実施した。

　本年度の調査面積は下記の通りである。

　発掘区総面積……・………・…・…約23300m2

　　（1）発掘区西部＝A区（自由広場予定地）

　　　　　　　　　　　　　　　約15000m2

　　（2）発掘区東部二B区（駐車場予定地）

　　　　　　　　　　　　　　　約8000m2

　　（3）女堀遺構（進入道路予定地の一部）

　　　　　　　　　　　　　　　約　300m2

※遺跡の位置と環境・地層については、第1年

　次の調査報告書を参照のこと。
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II．発掘調査の概要

1．検出遺構

本年度の発掘調査の結果検出した遺構は古代から中世に及び、竪穴住居跡129、ピット3、井戸

状遺構2、溝状遺構3、古墓群1、集石遺構4

　時代別に分類すると下表のようになる。

、女堀遺構1で、総遺構数143であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1
　　　　　遺構
時代 竪穴住居跡 ピッ　ト 井　　戸 溝 古墓群 集石遺構 女堀遺構 総　　数

縄　文　時　代 0 1 0 0 0 0 0 1

弥　生　時　代 1（＋1？） 0 0 0 0 0 0 1（＋1？）

古　墳　時　代 93 0 0 0 0 0 0 93

奈良・平安時代 34 2 2 3 0 0 0 41

中　　　　　世 0 0 0 0 1 4 1 6

合　　　計 129 3 2 3 1 4 1 143

※　上表のうち、弥生時代の竪穴住居跡欄の（＋1？）は121号住居跡（B区）をさす。この住居跡からは

　遺物が出土しなかったが、122号住居跡（弥生土器伴出）と位置的にも近く、住居跡の形も極めて類似して

　いることから、一応、弥生時代のものとして考えた。

2．ピット、井戸、溝状遺構
表2

遺　構 形　　状 規　　模 深さ（確認面より） 備　　　　　　　　　　　考

ピット1 円形・す｝）ばち状 直径約5．3m 約2．3m ●上部2層目にB軽石純層（紫灰）確認
●出土遺物は土師器の小片が少し。

ピツト2 円形・す｝）ばち状 直径約4m 約1．5m ●上部2層目にB軽石純層（紫灰）確認
●深さ約70cmの土層に焼土粒を多く含み、その下部に焼石が出土。他に遺物なし。

井戸1 円　筒　形 直径約3，1m 約2．2m＋α ●深さ約1．35mの面で湧水。
●深さ約1mの土層中より、土師器・杯（墨書r尺」）、須恵器・蓋など多数出土。

井戸2 円　筒　形 直径約1．4m 約2m＋α ●深さ約1mの面で湧水。出土遺物なし。

溝1、2 溝1幅約0．5m
溝2幅約0．9m

約0．15m
約0．3m ●埋土は、いずれもC軽石を含む黒褐色土

溝　　3 幅約2。5m 約0．5m ●上部1層目にB軽石純層（紫灰）確認

3．竪穴住居跡

　本遺跡地から検出された遺構の約90％は竪穴住居跡であった。検出した竪穴住居跡1号～129

号についてまとめると次のようになる。なお、1号～120号はA区から、121号～129号はB区から

検出された。

竪穴住居跡一覧　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　・　　　　　　表3
住居
番号・ 規模（長壁×短壁Xm） 形　状 方向（鰐謹は〉 カマド 周　溝 柱穴 重複関係 備　　　　　　　　　　　考

1 6．7×6．6 方　形 N－52。一W
なし

炉跡あり
なし なし 住居内穴3あり

2 5．0×4．8 方　形 N－5。一E
あり

東壁中央
一部分
あ　り

なし 貯蔵穴あり

3 5．7×5，6 方　形 N－44。一E
なし

炉跡あり
あり

あり

4 住居内穴2あり、住居内中央部に焼石5つ散布

4 2．9×2．8 方　形 N－3。一W
あり

東壁南寄り
あり なし

■囚
7＼

　8

5 3．6×3．2 方　形 N－7。一W
あり

東壁南寄り
あり なし

6→5
6 4．3×4。0 方　形 N－13。一W

あり

東壁南寄り
なし

あり

4

3



住居
番号
規模（長壁×短壁）（切 形　状 方向（嚢議は〉 カマ　ド 周　溝 柱穴 重複関係 備　　　　　　　　　　　考

7 7，2×7．0 方　形 N－67。一W
なし
炉跡あり

なし
あり

4 　／4国＼團
住居穴1あり

8 3．5×2．9 方　形 N－12。一E
あり

東壁南寄り
なし なし 貯蔵穴あり

9 8．0×7．9 方　形 N－43。一E
なし
炉跡あり

あり
あり

4 回→14
住居内中央部やや南東寄りに　焼土粒混ひ）の、黒色土
で埋った直径1m、深さ20cmあ円形穴あ1）

10 4．9×2．9 方　形 N－10。一E
あり

東壁南寄り
なし なし 貯蔵穴あり

11 3．0×2．4 方　形 N－41。一W 不　明 なし
なし
（推）

　　　　　　210号住居により百ほど壊されている

⑫ 5．0×4．9 方　形 N－20－E
あり

東壁南寄り
なし

あり

4 貯蔵穴あり、カマドに石使用

13 8，1？×6．0？ 方　形 N－26。一E
なし
炉跡あり

なし なし
炉跡と考えられる焼土のかたま｝）が4ヵ所ほどあるが
住居の壁は、はっき『）しない

14 3．0×2．9 方　形 N－12。一E
みり

東壁南寄り
なし なし 9→図

15 4．9×4．8 方　形 N－46。一E なし（推） なし 不明

15→16

　　　　　　116号住居により百以上壊されている

16 4．4×4，2
やや
隅丸方形 N－14。一E

あり

東壁南寄り
なし

あり

5

17 4．4×4，4 方　形 N－5。一E
あり

東壁中央
なし

あり

4
貯蔵穴あり

18 6．0×4．8 方　形 N－49。一E
なし

炉跡あり
あり

あり

4
火災住居　西壁北部の住居外に　床面から約36cm上が
ったところに、張出し状のものがある

19 5．8×5．6 方　形 N－54。一E
なし

炉跡あり
あり

あり

4
火災住居、炉跡は南東隅にあ膨）、焼けこみが激しく、
カマドヘの移行期のものか？

20 3．8×3．7 方　形 N－160－W
あり

東壁中央
あり

あり

4
貯蔵穴あり

21 5．2×4．9 方　形 W－14。一S
なし

炉跡あり
一部分
あ　り

あ「）

4
21
↓
2
2
↓
　
2
4
　
〆
2
3

火災住居？　炭化物を多く検出

22 2．6×　？ 方　形 N－25。一E なし（推）
なし
（推）

なし
（推）

23 3．8×2．7 方　形 N－14。一W
あり

東壁南寄り
なし
（推） なし 貯蔵穴あり

24 6．4×5．5 方　形 N－650－W なし なし
あり

4

25 3。1×2．5 方　形 N－3。一W
あり

東壁南寄『）
なし なし

26 5．0×4．9 隅丸方形 N－15。一W
あり

東壁南寄り
あり

あり

4
㌔26

商・

貯蔵穴あ｝）

27 4．5×4．5 方　形 N－170－W
なし

炉跡あり
なし

あり

4

28 3．6×3．0
やや
隅丸方形 N－400－W

あり

南東隅
なし なし 住居内穴1あり

29 4．8×4．6 方　形 N－10。一W
あり

東壁中央
あり なし

⑳ 5．8×5．7 方　形 N－40－W
あり

東壁南寄り
あり

あり

5
カマドの袖にカメ使用

31 5．9×5．7 方　形 N－4go－E
なし

炉跡あり
一部分
あ　り

あり

5
貯蔵穴あり　東壁中央部分に、焼土を含む張出し状の
ものがある’

32 5．8×5。6 方　形 N－7。一W
あり

東壁南寄り
あり

あ『）

4
貯蔵穴あり　住居内中央部に　約1mの間隔をおいて
2本の溝が東西に平行して作ちれている
溝は、2本とも幅20～25cm、深さ9cm、藁西2．7m

33 5．2×5．0 方　形 N－32。一W
なし
炉跡あり

なし なし

34 5．5×5．5 方　形 N－10。一W
あり

東壁中央
　　　＼

一部分
あ　｝）

あり

4

37
　＼
　　34→36
　／35

35 5．8×5．5 方　形 N－47。一E
なし
炉跡あり

一部分
あ　り

あり

4

36 4，7×3．4 方　形 N－180－E
あ｝）

東壁南寄り
一部分
あ　り

なし

37 4．0×　？ 方形（推） N－34。一E
なし
炉跡あり

なし なし

38 5，8×5。7 方　形 N－42。一E
なし

炉跡あり
一部分
あ　り

あり

4

39 7．2×6。8 方　形 W－10。一S
あ『）　炉跡
北壁東寄り あり なし

鷺薯穴謝もδ蕩属癬要翼1煤子乍蹴ぞ肇客西壁に平行

難澤鑑鞭齢ち響野・翻ヒ威1mで・1

40 2，8×2．7 方　形 N－52。一E
なし
炉跡あり
（南東隅）

なし なし 炉はカマドに移行する過渡期のものか？

41 3．9×3．5 方　形 N－22。一W
あり

東壁南寄り
あり

あ『）

4
貯蔵穴あり

4



住居
番号

規模（長壁×短壁）（m） 形　状 方向（讐謹は） カマド 周　溝 柱穴 重複関係 備　　　　　　　　　　　考

42 5。6×4，0 方　形 N－25。一W
あり

南東隅
なし

あ｝）

4
住居内穴2あ『）

43 3．5×2．8 方　形 N－13。一W
あり

南東隅
なし なし

44 4．1×2．7 方　形 W－12。一S
なし
炉跡あ｝）

なし なし

44
　＼
　　45
　■46

45 3．7×3，3 方　形 N－11。一W
なし
炉跡あり

なし なし

46 4．4×3．2 方　形 N－61。一E な　し なし なし
住居内が新しい穴により撹乱されているため、炉跡
検出せず1

⑰ 　6．4×5．3
（4．7×4．6？） 方　形 N－13。一W

あり
東壁南寄り
（不明）

な　し
（あり）

あり
（なし？） 拡張の可能性をもつ住居跡、（　〉内は旧住居のデータ。

48 4．0×3。7 方　形 W－28。一S
なし

炉跡あり
なし なし

49 5．3×4．8 方　形 W－9。一S な　し あり
あり

4

50 7．1×6。3 方　形 N－28。一W
なし
炉跡あり

なし
あ｝）

4 住居内穴1あり

51 3．1×2，8 方　形 N－8。一W
あり

南東隅
なし

あ『）

4

⑫ 4，7×3．9 方　形 N－25。一W
なし

炉跡あり
なし なし 北西隅に張出しの施設を持つ。

⑬ 4．7×3，6 方　形 N－30。一W
あ『）

南東隅
あぴ）

あり

2
カマドの西側にある貯蔵穴を、東から北側にかけてと
ひ）囲むように、高さ5cm、幅20cmの土手状のものがある。

54 4．5×3。0 方　形 N－280－W
あ｝）

東壁南寄り
なし なし

55 5．3×5．0 方　形 N－41。一W な　し あぴ）
あぴ）

4 圖→63

56 3．8×3。4 方　形 N－5。一W
あり
東壁南寄｝）

あり なし 64→岡→60

57 6．8×5．7 方　形 N－820－W
なし
炉跡あ『）

一部分
あ　り

あり

4
住居穴1あり

58 7．8×7．5 方　形 N－65。一E
なし

炉跡あり
一部分
あ　り

あり

4
炉跡は東壁南寄りにあり、カマドに移行する過渡期の
ものか？

⑲ 9．3×9．3 方　形 N－2。一W
なし
炉跡あ酢）

あり
あり

8十4
J．P→國 住居内穴4あり

60 3．gx　？ ？ N－100－W なし（推）
なし
（推） 不明 64→56→図

61 2．5×　？ 方形（推） N－20。一E 不　明 不明 不明

62→61

62 ？ 方形（推） N－10。一E（推）
あり

東壁
不明 不明 カマドのみ残存

63 ？ 方形（推） N－41。一W（推〉
あり
東壁（推）

不明 不明 55→國 浅く、カマドのみ残存

64 3．8？×3．6 方形（推） N（（推） あり　東壁北寄b（推） 不明 不明 図→56→60

65 3，2×2．3 方　形 N－15。一E
あり

東壁南寄『）
なし なし 貯蔵穴あ『）

66 4．7×4．6 方　形 N－13。一W
あり

東壁南寄り
なし

あり

4 貯蔵穴あり

67 3。8×2．9 方　形 N－320－W
あり

東壁南寄り
なし なし

68 5，2×4．5 方　形 N－58。一W
なし
炉跡あ『）

一部分
あ　り

なし
（？）

68→69

69 4．1×3．8 方　形 N－10。一W
あり

東壁中央
なし

あり

4
貯蔵穴あり

70 3。2×2，7 方　形 N－28。一W
なし
炉跡あぴ）

なし なし

71 2．6×2．4 方　形 N－5。一W
あり

東壁南寄り
なし なし

72 4．4×3．4 方　形 N－30。一W
なし
炉跡あり

なし
なし
（？）

柱穴らしい穴が2あるが、位置的に少しズレている。
住居内穴1あり

73 3．8×3，5 方　形 N－54。一E な　し なし なし 貯蔵穴あり

74 3．9×3。6 方　形 N－200－E
あり

東壁南寄り
一部分
あ　り

あり

4

74→75
　／
76→77

煙道残存

75 2．1×　？ 方　形 N－11。一W 不　明
なし
（？）

なし
（？）

遺物伴出せず。

76 5．1×3．1 方　形 N－11。一W 不　明
なし
（？） なし

5



住居
番号

規模（長壁×短壁〉（m） 形　状 方向（讐議は） カマ　ド 周　溝 柱穴 重複関係 備　　　　　　　　　　　考

77 5，2×5．0 方　形 N－2。一E
あ「）　東壁
やや南寄り あり

あり

4
貯蔵穴あ1）

78 4。3×4．1 方　形 N－850－E
あり　北壁
やや東寄り あり

あり

4 貯蔵穴あり

79 5．5×5。2 方　形 N－80D－W
なし

炉跡あり
あり

あト）

4 住居内穴あり

80 5．2×3．3 方形（推） N－27。一W なし（推） なし 不明 國→81→84

81 5。0×4．4 方　形 N－49。一E なし（？） なし
あ｝）

4 80→國→84

82 4．0×　．？ 方　形 N－1。一W 不　明 なし
なし
（？）

82→83
83 5．8×5．8 方　形 N－130－W

あり

南東隅
一部分
あ　り

あり

4 住居内穴1あり

84 3．6隻、×2．2？ 方　形 N－7。一E
あり

東壁南寄り
なし なし 80→81→図

85 3．5x3．3 方　形 N－15。一E
なし

炉跡あり
なし なし 住居内穴3あり

86 3．9×3．6 方　形 W－50－S な　し なし なし

87 5．0×4．7 方　形 N－79。一E
なし

炉跡あり
一部分
あ　「）

あ1）

4

88 6．6×6．5 方　形 N－81。～W
あり

北壁中央
一部分
あ　り

あり

4 貯蔵穴あり

89 5．2×4．4 方　形 N－88。一W
なし
炉跡あり

なし なし

90 3。5×3．5 方　形 N－85。一W
あり

北壁中央
なし

あり

4
貯蔵穴あ1）

91 5．2×2，9 方　形 N－13D－E
あり

東壁南寄酢）
なし なし 貯蔵穴あ穿）

92 4．5×4，4 方　形 W－13。一S
なし
炉跡あ「）

なし なし

93 4．7×4．2 方　形 N－780－E
なし

炉跡あり
なし なし

94 3，5×2．3 方　形 N－64。一W
なし

炉跡あり
なし

あ1）

4 管玉出土

95 2．6×2．1 方　形 N－23。一E
あり

東壁南寄り
一部分
あ　り

なし

⑳ 6，0×5．4 隅丸方形 N－29。一W
なし

炉跡あり
なし

あり

4 火災住居、住居内穴2あり、炭化米出土

97 3。6×3．5 方　形 N－2。一E
なし

炉跡あり
なし なし 住居内穴1あり

98 5．9×5．9 方　形 N－42。一W
なし

炉跡あり
なし

あ『）

4

99 3．3×3．1 方　形 N－88。一W
なし
炉跡あ「） なし なし 住居内穴2あり

炉跡と推定される焼土範囲2ヵ所あり

100 7。8×7．7 方　形 N－5。一W な　し なし
あり

8

101 3．1×2．9 方　形 N－23。一W
あり

東壁南寄り
なし

あト）

4
貯蔵穴あり　石製模造品多数出土。
住居内中央部に直径60cm、深さ20cmの穴あり

102 2．9×2．7 隅丸方形 N－25。一W
あり

東壁南寄り
なし なし 貯蔵穴あり

103 3．6×3．0 方　形 N－17。一E
あり

東壁南寄り・
一部分
あ　り

あり

4 貯蔵穴あり

104 3．6×3．0 方　形 N－63D－W
あり

東壁南寄り
あり なし

105 5，8×4。9 隅丸方形 N－48。一E な　し なし
あり

4 圃→114 住居内穴2あり、石田川期の土器出土

106 3．2×3。1 方　形 N－7。一E
あり

東壁南寄り
あり なし 住居内南西隅に小石の集石群を検出

カマドの袖にカメ使用

107 4．7×4．5 方　形 N－10。一E
あり

東壁南寄り
あり なし カマドの袖にカメ使用

108 4．0×3．7 方　形 N－9。一E
あり

東壁南寄り
なし なし 貯蔵穴あり

109 2．7×2．2 方　形 N－11。一E
あり

東壁南寄り
なし なし 住居内穴2あり

110 4．9×3．6 方　形 N－880－W
なし

炉跡あり
一部分
あ　り

あり

2？
南東隅に、多数の土器を伴う焼土検出。

111 6．4×6．0 方　形 W－24。一S
なし

炉跡あり
あり

あり

4
東壁中央部に　多数の土器を伴う焼土検出。
住居内北西隅に張出しの可能性を持つ施設あり。
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住居
番号
規模（長壁×短壁Xm） 形　状 方向（騨韓は） カマ　ド 周　溝 柱穴 重複関係 備　　　　　　　　　　　考

112 4．4×4．0 方　形 N－8。一W なし なし なし

113 3．5×2．5 隅丸方形 N－80。一E
あり

南壁東寄り なし なし 住居内穴2あり

114 3．0×2，1 方　形 N－8。一W
あ1）

東壁南寄1）
なし なし 105→国 貯蔵穴あり

115 4．8×4．7 方　形 N－5。一W なし なし
あ1）

4

⑯ 4．5×4，3 方　形 N－37。一W
あり

北東隅
なし

あり

4 火災住居、住居内南東に穴2あ1）

117 3．7×2。8 方　形 N－36。一E
なし

炉跡あ1）
なし なし

118 3．2×3．1 方　形 N－30。一W なし なし なし

119 4．2×3．2 方　形 N－59。一E なし なし なし 住居内穴3あり

120 4．1×2．6 方　形 N－17D－W
なし

炉跡あり
なし なし

121 3．8×3．7 不整方形 N－6。一E なし なし なし 住居内穴1あ1）、122号住居跡と類似

⑫ 4．9×3．9 方　形 N－10。一E なし なし
なし
（？〉 弥生期の土器伴出

123 3，0×2．7？ 不整方形 N－160－W
なし

炉跡あり
なし なし

124 3．8×2．9 方　形 N－5。一W
あ1）

東壁南寄り
なし なし 貯蔵穴あり

125 5．8×3．7 方　形 N－5。一W
あり

東壁南寄1）
なし なし

126 5，1×4．7 方　形 N
あ1）　東壁
やや南寄1）

一部分
あ　1）

あり

4 貯蔵穴あり、カマドの袖にカメ使用

127 4．2？×3．8？ 不　明 N－2。一E 不明 不明 不明 囮→井戸 井戸状遺構で住居の大部分を破壊されている

128 3。6×2．8 方　形 N あり　東壁
やや南寄り なし なし 住居内穴2あ1）

129 3，9×2．7 方　形 N－5。一E
あり
東壁南寄1） あり なし 貯蔵穴あ1）

※・（推）は推定の意味

　・ほぼ正方形で、長壁と短壁の区別のつかない住居跡の壁の方向は、東壁を計則した。

　・住居番号○印は、抽出した住居跡

（1）弥生土器伴出の住居跡（122号）

0

　　　130　　　165
・101

甲　　㊥＠
102

愈ぜ
　　　　⑱

L＝100．80

a：黒褐色土層

b：茶褐色土層

c：黄褐色土層

（ローム粒を少し含む、C軽

石を含む）

（ローム粒を含む、C軽石を

含む）

（ローム粒を多く含む、C軽

石を少し含む）

2η

※122号住居跡
　○炉跡は検出しなかった。

　○柱穴は、南に1対（西側深さ60㎝、東側深さ

　30㎝）それらしい穴を検出したが、他に対応

　するものがなく不明。

　○床面は非常にやわらかく、遺構確認面から床

　面までの深さは25㎜で、浅かった。

挿　図　4
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（2）古墳時代

①炭化米伴出の住居跡（96号）

o

A

穏、。

　乃81　・66
8480，・82

　　60

の　　　・68

・65

、膨晦
、』土．

、li

　　　・69
焼土

．／　　　　　　　　　　5958　　　　　　　　　　＼↓　　　　　　　　　　　●●　　　　　　　　　67一・　　　　　　61　　　　　64
　　　　　　　⑫

炭化木

B

C

b

∩

　　。62
74囎　 8
　　　　　零
　　　　　　旺　　　　　判
　O　　　　　　　Q

笏， ：黒色土層1暗褐色土層

：黒褐色土層

※　96号　住居跡

（c軽石を多く含む）

（ローム粒、c軽石を含む、

炭化物を多く含む）

（c軽石を少し含む、炭化物

を多く含む）

o埋土中に炭化物が多く含まれ、床面上に炭化

木を多く検出したことから、火災にあった住

居と推定される。

O炭化した米が入っていた壷はNα79とNα80であ

る。炭化米は黒ボク土に混じって、壷の約3

分の2ほどの分量で出土し、粒状のものと、

焼けついてブロック状になったものが混在し

ていた。

O出土遺物のうち、壺は14個体（含大型1）、

脚付カメ信5個体であった。

O床面は全体に固く、特に4柱穴を結んだ内側

はよくしまっていた。

a

＼B
0 2伽

（96号のみ） ↑
C

S＝石

②大型住居跡（59号）

0

∩

1

A

翻響籔撃．雌
　　⑭　⑭⑲・40

　　＠42

⑳㊥

⑱

⑥

＠

働

　　　　　　　　　　焼土、藩㊥・123＠　⑮

焼土◎㊥
　　　　　1δ・◎46D

　∩

撒a→　59号住居跡b→　北壁の立ち

　　　上が1）

B

oり
ト
の
”

日

2 4篇

　（59号のみ）

彪

挿図　5

a：黒色土層　　　（c軽石を含む）

b：黒褐色土と　　　（c軽石を少し含む）

　暗褐色土の

　混土層
c：暗褐色土層　　　（c軽石を少し含む）

d：黒褐色土層　　　（c軽石を少し含む）

ア：暗褐色土層

イ：茶褐色土層

ウ：黄褐色土層（ローム）

　a～d層は59号住居跡の埋土

　ア～ウ層は縄文時代のピットの埋土

※　59号　住居跡

o本遺跡内で最大の規模をもつ住居跡。

O柱穴は外側に8、内側に4、合計12を有

　する。

O床面は全体に固く、特に内側の4柱穴を

　結んだ内側は、よくしまっていた。

8



③張り出しのある住居跡（52号）

24．

　　20
翻・・礁

※52号住居跡

○張り出しを有する住居跡としては、本遺跡で唯

　○床面は、中央部が固くしまり、周辺部及び張『）

　出し部分は比較的やわらかい。

　○柱穴は不明。

　○南東隅に焼土が約20㎜の厚さで堆積しており、

　遺物はここに集中して出土した。

　○貯蔵穴の深さは56㎜。

Lニ97。10
2122　　2623

繊

④2柱穴の住居跡（53号）

O
i7

箋

8

o

A

　　　　U　　　　　　　L＝97．00

◎ 　　◎
、　　　　　《

　　　《ど

①◎　　　　週　　　　輔
　　　　　ド　　　　｛　，

焼土

イτ∫γ’7
5く．，

132
u

B

B

33

31

※53号住居跡

　○カマドは住居内の南東隅に造られ、袖部分は粘

　土でかためられていた。焼けこみが激しく、袖

　部分の確認も困難なほどであった。

　○柱穴は、住居跡中央部に2つ、しっかり掘りこ

　まれたものを検出した。

　○カマドの西側に造られた貯蔵穴をとりかこみ、

　カマド部分との境界をなすように造られたと思

　われる帯状の土手（高さ約5㈱）が認められた。

　○床面はしっかりしていたが、特に上記土手の部

　分及びカマドの前の部分は、固くしまっていた。

0 2彿

挿　図　6
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⑤火災にあった住居跡（116号）

簸，

い
II

拐

9

　　　　　⑩。85ノ・75
　　　　　い，．，〆ノ

　　　◎　　亀　β　　　・78
誌＿炭1ヒ木一ノ％

　　　　　　　　　　　　　翻
　　　1

※116号住居跡

○埋土中に炭化物が多く含まれ、床面上に炭化

　木を多く検出したことから、火災にあった住

　居と推定される。

○カマドは、住居内の南東隅に造られ、袖部分

　は粘土でかためられていた。焼けこみが激し

　く、袖部分の確認も困難なもどであった。

○床面は、4柱穴を結んだ内側が固くしまって

　いた。

○炭化木の残存状態はよく、焼けた後、屋根や

　支柱等が北側に崩れたと推定される。

⑥カマドに右を使用した住居跡（12号）

Lミ翼20

⑪

㊧

八
◎

5・

　　　ぢド　ロド
　　　講乏P4

0

　　

c　Nb
イ　グ
　　エ　S

S＝石

a：黒褐色土層

b：黒褐色土層

c　l黄褐色土層

（ローム粒を少し含む、c

軽石を多く含む、焼土粒を

含む）

（a層とほぼ同じ、c軽石、

F系軽石を含む）

（ローム粒を多く含む、c

軽石を少し含む）

2篇

挿図　7

ア：暗褐色土層　　（c軽石を少し含む、焼土

　　　　　　　粒を少し含む）
イ：黒褐色土層　　（ア層とほぼ同じ、ローム

　　　　　　　粒を少し含む〉
ウ：赤褐色土層　　（c軽石を少し含む、焼土

　　　　　　　ブロックを多く含む、．固く

　　　　　　　しまって、いる）

エ：暗赤褐色土層　　　（焼土粒、焼土ブロックを

　　　　　　　多く含む、固くしまってい

　　　　　　　る）
　　　ア～工層はカマド部分

※12号住居跡

○カマド部分に残存していた石は、発泡性の自

　然石であ1）、袖と炊き口の上部を構築してい

　たと推定される。

○床面は、4柱穴を結んだ内側は固くしまって

　いたが、外側は比較的やわらかであった。

○柱穴はしっかりしていた。

一10一



（2）奈良・平安時代

　①拡張の可能性のある住居跡（47号）

　　　　　　　　　　　　　　∩

A

∩

a　：暗褐色土層（1）

○

a’：暗褐色土層（1）

　　　b　：暗褐色土層⑪

笏c：黒褐色土層

　　　11騨魏
　　　f：暗褐色土層㈹

（黒褐色土に褐色土が班状に混入、

C軽石を多く含む）

（炭化物、焼土ブロックを多く含

み、赤色を帯ぴる）

（a層とほぼ同じ、F系軽石をわ

ずか仁含む）

（黒色土中に褐色土がブロックで

混入、C軽石を少し含む）

（a層とほぼ同じ）

○

㊨

・ノ

’19・

＠ 汐

○

ベド

ト：、P焼土　　B
∀匹

　　◎

：暗褐色土層㈹

：黒褐色土層

L＝96．50

A一
o
aff’　a3一　↓ψ　イ

：黄褐色土層

：黄褐色土層

　　　　　　　j：黄褐色土層
　　　　　　　k　：暗褐色土層（V）

　　　　　　　1：黒褐色土層

1司，湧灘ll

－B ウ

b
　C　　　　f　　　　ぶ
　9
ズ　　1　へ～＼
h　　　＼kih　l

～
ウ

暗赤色土層：

dノ

②カマドの袖にカメを使用した住居跡（30号）

⑱

愚

・9

　　　　　　　　10．
◎　　　　　　　　14、、，　　　　　　　　　　ペアヨ　　　　　　　　、：1㌧・　一！N
　　　　　　　　競碧ン

12

　　　13

⑨㊨

Lニ96．50

（暗褐色土中に褐色土がブロック

で混入、焼土をわずかに含む）

（f層とほぼ同じ、焼土は全く含

まない）

（黒色土がブロッタでわずかに混
入）

（黒色土を含む）

（黄褐色土と黒色土がほぼ均等に

混入）

（黒色土を主体とする）

（非常にやわらかい）

（g層とほぼ同じ、焼土ブロック

をわずかに含む）

（イ層より焼土ブ・ックを多く含

む、固くしまっている）

（焼土ブロック、炭化物を多く含む）

　（焼土粒を多く含む）

ア～ウ層はカマド部分）

※　47号　住居跡

　○元（内側）の住居跡の柱穴は不明。

　○出土遺物は極めて少ない。

　○床面は全体にやわらかく、凹凸が多い。

：掩乱土層
：黒色土層

c：B軽石の純層

d：漆黒土層：
e：暗褐色土層
f：茶褐色土層
g：暗褐色土層

ア：暗褐色土層

イ：赤褐色土層

（ロームブロックを含む）

（ロームブロックを少し含む、C

軽石を少し含む）

（紫灰確認）

（C軽石を含む）

（C軽石を含む）

（C軽石、焼土粒を含む）

（C軽石を含む、e層よりも黒色

土少なくやわらかい）

（C軽石を含む、焼土粒を多く含
む）

（焼土粒、焼土ブロックを多く含

む、炭化物を含む）

ア、イ層はカマド部分

a 　b　　cノ！／・

P〆d望ニン f　イ
ア

0

9 e

2篇

挿図

　　※　30号　住居跡

　　Oカマドの両袖に、長胴のカメ2分の1程度をふせて
　　　使用し、カメは床面に約4㎝ほど埋め込んで、内側

　　　と外1則を粘土で固定してあった。

　　　Oカマドのすぐ南わきの、深さ約6伽のすりばち状に

　　　堀られた所に焼土がほぼ円形状に検出され、その中

　　　央部に、カメの口縁部がさかさに置かれた形で出土

　　　した。
　　　o床面はしっかり固められており、特に柱穴の内側、

　　　カマドの前の部分はしまっていた。

　　　O埋土中に、B軽石の純層が確認でき、この住居跡の

　　　すぐ南に検出した大型のピット（Nα1）と土層が酷

　　　似することから、この住居跡とピット恥1とはほぼ

8　　　同時期のものと推定される。

一11一



4．竪穴住居跡からの出土遣物

　検出された竪穴住居跡のうち、前項で取り上げた住居跡9軒から出土した遺物、及び、それ以外

の住居跡から出土した主な遺物は下表のとおりである。

　（1）出土遺物観察一覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表4
住居
番号 遺物番号 器　　種 法量（cm） 技　　　　　法　　　　　等 胎　　　土 備　　　　　考

1

挿　図
　　　1図　版

土　師　器

　高　杯

脚口唇部径

　　17．5

脚部外面研磨、内面ナデ

柱部円孔4個あり
砂粒含有

赤褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　125
図　版

紡　錘　車
底　径2．6

中心径0．3
滑石製、側面欠けている所あり

3

挿　図
　　　2
図　版

土師器・塊
器高　9．0

口径　16．4

口縁部外面横ナデ

体部内面横方向のハケメ、外部削り、底部ナデ

きめ細かい乳白色粒

含有

茶褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　122
図　版

石製有孔
円　　　盤

径　　　3。7 滑石製、青灰色、中央に径1，5mmの孔が2つある

9

挿　図
　　　3
図　版

土師器・柑
器高　9．9

口径　10．2

口縁部内面ハケメ、外面横ナデハケメ

体部内面ヘラナデ、外面削り

きめ細かい乳白色粒

含有

赤褐色（スス付着）

焼成良

挿　図

　　98図　版
砥　　　石

長さ　13．6

　　十α
三面にわたってよく使いこんでいる 色調は灰白色

挿　図
　　116
図　版

石製有孔
円　　　盤

径　　　2，4 滑石製、青灰色、中央に径2mmの孔が2つある

⑫

挿　図
　　　4
図　版

土師器・甕

器高　21。2

口径　16．9

底径　　4。7

口縁部内外面横ナデ整形

体部内面ナデ、外面ヘラ整形

底部外面ヘラ整形

砂粒、小石含有
灰褐色（炭付着）

焼成不良

挿　図
　　　5
図　版

土師器・甕 口径　17．0
口縁部内外面横ナデ

体部外面削り
小石含有

茶褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　　6
図　版

土師器・圷
器高　4。0

口径　13．0

口縁部内外面横ナデ

底部外面削り
きめ細かい

茶褐色（スス付着）

焼成良

15
挿　図
　　114、図　版

石製有孔
円　　　盤

径　　　1．9 滑石製、青灰色、中央に径1，5mmの孔が2つある

17

挿　図
　　　7
図　版

土師器・手

づくね土器

器高　4．6

口径　7，35

底径　2．8

口縁部外面横ナデ

体部内面横ナデ、指頭圧痕あり

底部葉脈痕あり

砂粒含有
淡褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　　8
図　版

須恵器・杯
器高　4．2

口径12．15

口縁部内外面横ナデ、体部内面ナデ、外面横ナデ

ロクロ右回転、立ち上がりは内傾する
砂粒、小石含有

黒灰色

焼成良

18
挿　図

　　93図　版
刀　　　子 長さ　18，4 鉄　製

19

挿　図
　　113図　版

勾　　　玉 長さ　3．1 滑石製、青灰色、径2mmの孔が1つある

挿　図
　　128図　版

土製模造品

　丸　玉
直径　　2。9 球形、中心に径0．6mmの孔が1つある

赤褐色

焼成良

29
挿　図
　　126
図　版

紡　錘　車
底径　　3．9

中心径0．75
斜方向に研磨

⑳

挿　図

　　10図　版
土師器・杯

器高　3．9

口径　11。8

口縁部内外面横ナデ

底部内面ヘラナデ、外面削り

細かい雲母、乳白色

粒含有

外面、淡褐色（スス付着）

内面、赤褐色、焼成良

挿　図

　　11図　版
土師器・褻 口径　22，2

口縁部内外面横ナデ

体部外面削り、内面ヘラナデげ
細かい雲母含有

外面、黄褐色

内面、赤褐色、焼成良

挿　図

　　12図　版
土師器・圷

器高　3。8

口径　13．4

口縁部内外面横ナデ

底部内面横ナデ、外面削り
きめ細かい

赤褐色

焼成良

挿　図

　　13図　版
土師器・褻 口径25．15 口縁部輪積みの接合痕、指頭圧痕あり 乳白色粒含有

赤褐色

焼成良

挿　図

　　14図　版
土師器・甕 口径　27．6

口縁部内外面横ナデ

体部内面ヘラナデ、外面上下方向の削り
雲母、小石含有

黄褐色

焼成不良

挿　図
　　127
図　版

紡　錘　車
底径　4。35

中心径0，75，
滑石製、斜方向に研磨、側面に文字がひっかいて書いてある（矢田？）

32

挿　図
　　106
図　版

石製模造品
径　　1．65

中心径0．3
滑石製、青灰色

挿　図
　　107
図　版

石製模造品
径　　　1，8

中心径0．4
滑石製、青灰色

33

挿　図
　　111
図　版

勾　　　玉 長さ　1。8 滑石製、青灰色、径1，5mmの孔が1つある

・挿　図

　　112図　版
勾　　　玉 長さ　2，5 ヒスイ、青灰色、径3mmの孔が1つある

34
挿　図

　　15図　版

土　師　器

　長　甕
口径20．05

口縁部外反

体部ずん胴、たて方向のヘラ削り痕あり

雲母、石英粒、砂粒

含有

赤褐色

焼成良

36
挿　図

　　97図　版
刀　　　子

長さ

16．7十α
鉄　製
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住居
番号 遺物番号 器　　種 法量（cm） 技　　　　　法　　　　　等 胎　　　土 備　　　　　考

38
挿　図
　　　16
図　版

土師器・
小　形　甕

器高　8．4

口径　10。2

口縁部内外面横ナデ

体部内面ハケメ、外面削り

細かい

乳白色粒含有

茶褐色（スス付着）

焼成良

42
挿　図
　　　17
図　版

須恵器・
台　付　塊

器高　4．7

口径　11．7

底径　8．95

ロクロ使用右回転

底部回転糸切り後高台を付け、周辺部、底部面を調整、中

央部外面にヘラ書「山」あり、高台、底部横ナデ

白色粒、砂粒含有
灰　色

焼成良

⑰

挿　図
　　　18
図　版

土師器・杯
器高　4．3

口径　11。6

口縁部内外面横ナデ

底部外面削り、内面横ナデ

きめ細かい

雲母、赤褐色粒含有

淡褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　　19
図　版

土師器・杯
器高　4。6

口径　11。4

口縁部内外面横ナデ

底部内面ナデ、外面ヘラ削り
砂粒含有

赤褐色

焼成良

50
挿　図
　　　9
図　版

土師器・
台　付　塊

器高　6，0

口径　11．6

底径　　5．0

体部内湾しながらたちあがり、口縁部直立、口唇部でやや

外反する

・底部面ヘラ削り

砂粒、雲母含有
赤褐色

焼成良

⑫

挿　図
　　　20
図　版

土師器・手

づくね土器

器高　2，85

口径　7．25

底径　5。55

粘土巻き上げ

口縁部外面指頭圧痕あり

内面底部指頭による一方向のナデ

雲母、乳白色粒含有
赤褐色

焼成良

挿　図
　　　21
図　版

土　師　器

　高　杯

脚口唇部
径　　14．3

脚部内面指ナデ、外面縦ナデ研磨に類似 軽石粒含有
淡茶褐色

焼成良

挿　図
　　　22図　版

土師器・甕

器高15，75

口径　14．1

底径　6．75

口縁部内外面横ナデ

体部内面ハケナデ

黒色粒、乳白色粒含

有

赤褐色（スス付着〉

焼成良

挿　図
　　　23
図　版

土師器・甕 口径　13．4
口縁部内外面横ナデ

体部内面ヘラナデ、外面削り
雲母、乳白色粒含有

赤褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　　24図　版

土師器・甕 口径　14，8
口縁部内外面横ナデ

体部外面ヘラ削り

乳白色粒、黒色粒、

砂粒含有

赤褐色

焼成良

挿　図

　　　25
図　版

土　師　器

　高　杯

器高14。25

口径19，45

脚口唇部
径　　13．8

杯部内外面横ナデ

脚部内面横ナデ、柱部外面研磨、裾部外面横ナデ
雲母、乳白色粒含有

赤褐色

焼成良

挿　図
　　　26
図　版

土師器・
小　形　甕

口径　13．1
口縁部内外面横ナデ整形

体部外面ヘラ削り
軽石粒、小石含有

暗褐色

　成良

挿　図
　　　27
図　版

土師器・
小　形　壷

口径　　9．6
口縁部内外面横ナデ

体部外面削り、肩部ハケメあり

黒色粒、乳白色粒

含有

赤褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　　28
図　版

土師器・塊

器高　5．4

口径　13．8

底径　2．75

口唇部内外面横ナデ

体部外面削り、内面横ナデ

細かい

乳白色粒含有

茶褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　　29図　版

土師器・塊

器高　8．35

口径　11．8

底径　2．15

口縁部内外面横ナデ

頸部指頭圧痕あり

体部内面ヘラナデ、外面ヘラ削り

黒色粒、乳白色粒含

有

赤褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　　30
図　版

土師器・甕 口径　16，5
口縁部内外面横ナデ

体部内面ヘラナデ、外面削り
細かい

淡茶褐色（スス付着）

焼成良

⑭

挿　図
　　　31
図　版

土　師　器

　高　杯
口径　18。9

杯部内面横ナデ、外面削り

脚部内面輪積み痕あり、外面ハケメ

細かい

雲母、乳白色粒含有

赤褐色

焼成良

挿　図
　　　32
図　版

土師器・塊

器高　5．65

口径　11．4

底径　　3．5

口縁部内外面横ナデ

体部内面ナデ、外面削り

細かい

雲母含有

茶褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　　33
図　版

土師器・壷

器高　30．0

口径　17．4

底径　6、8

頸部ヘラ削り

体部下半分ヘラ削り

砂粒、雲母、石英含

有

淡茶褐色

焼成良

55
挿　図
　　　34
図　版

ニヒ師器・甕 口径　15．0 口縁部折り返し口縁、横ナデ 小石含有
淡褐色

焼成良

56・60

61・62

64
（重複）

挿　図
　　　35
図　版

土師器・
脚　付　甕

器高18．85

口径　12．9

底径　10、2

口縁部内外面横ナデ

体部外面ヘラ削り

台部外面横ナデ

細かい

雲母含有

赤褐色

焼成良

挿　図
　　　36
図　版

土師器・杯
器高　2．7

口径　13、4

口縁部内外面横ナデ、体部内面ナデ、外面ヘラ削り

底部面ヘラ削り、中央部丸いくぽみあり、内面、体部外面

墨書「企」あり

砂粒、黒色粒含有
赤褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　　41
図　版

土師器・杯
器高　3，6

口径12．55

ロクロによる回転糸切り痕あり

体部内外面に墨書「杢」あり、器両面に墨が塗られてと・る
砂粒、小石含有

灰黒色

焼成良

挿　図
　　　110図　版

勾　　　玉 長さ　1．1 滑石製、青灰色、径2mmの孔が1つある

57
挿　図
　　　37
図　版

土師器・手

づくね土器

器高　7．2

口径　　7。2

底径　　3．2

口縁部横ナデ

体部内面ナデ、外面ヘラ削り
砂粒含有

淡褐色（スス付着）

焼成良

58
挿　図
　　　38
図　版

土師器・
小　形　壺

器高　15，9

口径　11．5

底径　　5．0

口縁部内面横ナデ、外面横ナデの後研磨

体部外面ヘラ削り
雲母、乳白色粒含有

赤褐色（スス付着）

焼成良
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住居
番号
遺物番号 器　　種 法量（cm） 技　　　　　法　　　　　等 胎　　　土 備　　　　　考

⑲

挿　図
　　　39
図　版

土師器・杯
器高　4。4

口径　15。8

口唇部内外面横ナデ

底部外面削り

細かい

雲母含有

淡褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　　40
図　版

土師器・
小　形　壼

器高15．25

口径　11．6

底径　4．35

口唇部内外面横ナデ

ロ縁部内外面研磨

体部外面削り

乳白色粒、石英粒含

有

赤褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　　42
図　版

土師器・

高杯脚部

内面輪積み痕あり

外面研磨の後ハケメ、裾部ハケメ

細かい

雲母含有

淡褐色

焼成良

挿　図
　　　43図　版

土師器・柑 口径　　8．6 口縁部内外面横ナデ 黒色粒、砂粒含有
赤褐色

焼成良

挿　図
　　　46
図　版

土師器・甕 口径　19．0
口縁部内外面横ナデ

頸部内面ヘラナデ、外面削り
細かい

淡茶褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　　47
図　版

土師器・
高f不（杯部〉

器高　5．8

口径　21，4

杯部内外面横ナデ削りの上に磨き、内面ナデの上に放射状

に磨き

細かい

雲母含有

赤褐色

焼成良

挿　図
　　　100図　版

円筒埴輪
（小　片）

内面ヘラナデ

外面ハケメ、横ナデ
細かい

赤褐色

焼成良

挿　図
　　　118
図　版

石製模造品 長さ　5，9 滑石製、青白色、径3mmの孔が1つある

挿　図
　　　123図　版

石製模造品 長さ　4．0 滑石製、青白色、径2．5mmの孔が1つある

63
挿　図
　　　99
図　版

砥　　　石
長さ

　10．5十α
三面にわたってよく使いこんで㌧、る 色調は灰色

66
挿　図
　　　45図　版

土師器・甕 口径　17．5 口縁部内面横方向のハケメ、外面横ナデ 雲母、乳白色粒含有
淡褐色（スス付着）

焼成良

68
挿　図
　　　129
図　版

土　製　品

　　丸　玉
直径　　3．3 球形、中心に径0．5mmの孔が1つある

赤褐色

焼成良

69
挿　図
　　　44図　版

土師器・
甑（多孔）

器高　10．9

口径　15．6

底径　4．3

口唇部内外面横ナデ

体部外面削りの後研磨、内面ハケメ

底部面葉脈痕あり、孔が11個あり

細かい

小石、雲母含有

淡茶褐色（スス付着）

焼成良

72

挿　図

　　　48
図　版

土　師　器

　　高　堺

器高　16，9

口径　20．0

脚口唇部
径　　一14．3

杯部口縁部内外面横ナデ

体部内面横ナデ研磨、外面削り研磨

脚部内面横ナデ削り、外面研磨

細かい

雲母含有

淡茶褐色（スス付着）

焼成良

74
挿　図
　　　50
図　版

須恵器・杯

器高　4．1

口径13。65

底径　　9，2

底部切り離し、回転ヘラ切り、周辺部ヘラ調整
乳白色粒、砂粒、小

石含有

灰　色

焼成不良

77
挿　図
　　　108
図　版

石製模造品
径　　1．3

中心径0．3
滑石製、青灰色

78
挿　図
　　　51
図　版

土師器・
甑（単孔）

器高　11．8

口径　15．4

口縁部内外面横ナデ

体部内面ヘラナデ、外面削り

細かい

小石含有

赤褐色（スス付着〉

焼成良

79

挿　図
　　　49
図　版

土師器・壼

器高　18．5

口径　11。7

底径　　5．3

口縁部内面ヘラナデ後研磨

体部外面ヘラナデ後研磨

雲母、乳白色粒、黒

色粒含有

淡褐色

焼成良

挿　図
　　　52
図　版

しゃくし形

土　製　品

長さ　18．1

厚さ・円形
　　　0．6
把手　1．9

ヘラによる整形痕あり 砂粒含有
赤褐色（部分的に黒色を帯

びる〉、焼成良

挿　図
　　　115
図　版

石製有孔
円　　　盤

径　　　2．8 滑石製、青灰色、中央に径2mmの孔が2つある

81
挿　図
　　　54
図　版

土師器・鉢

形甑（単孔）

器高　8．4

口径　14．7

底径　4．3

折り返し口縁

体部内面ハケメ、外面削りの後ハケメ

細かい

小石含有

赤褐色（スス付着）

焼成良

83
挿　図
　　　55
図　版

土師器・
台　付　境

（椀部のみ）

口径　11．7

口縁部内外面横ナデ

体部内面ハケメ、外面ヘラ削り

底部円孔1個あり

砂粒含有
赤褐色（スス付着）

焼成良

84
挿　図
　　　53
図　版

土師器・圷
器高　3．0

口径　12．3

口縁部内外面横ナデ

底部内面横ナデ、外面削り、内面に墨書「太」あり
きめ細かい

茶褐色（スス付着）

焼成良

86
挿　図
　　　56図　版

土師器・
小　形　壺

器高15．15

口径　11．0

底径　5．05

口縁部内外面横ナデ

肩部研磨斜め方向

体部研磨横方向

黒色粒。石英含有
赤褐色（スス付着〉

焼成良

94

挿　図
　　　57図　版

土　師　器

　　高　杯

（脚部のみ）

脚口唇部
径　　18．9

脚部内面輪積み痕あり

柱部外面研磨痕あり

裾部稜段あり

砂粒、石英粒含有
赤褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　　109
図　版

管　　　玉
長さ　2。5

径　　　0．5
碧玉製、緑色

⑳
挿　図
　　　58
図　版

土師器・椀

器高　7．2

口径　　8．9

底径　4．5

口縁部内面ナデ、外面ハケナデ 黒色粒、石英粒含有
淡褐色（欠ス付着）

焼成良

一14一



住居
番号 遺物番号 器　　種 法量（cm） 枝　　　　　法　　　　　等 胎　　　土 備　　　　　考

⑯

挿　図
　　　59図　版

土師器・塊

器高14．25

口径14．55

底径　　3．5

S字状口縁、全体にハケメ

ロ縁部内外面横ナデ

体部内面ヘラナデ、外面ハケメ

乳白色粒、砂粒含有
淡褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　　60図　版

土　師　器

　器　台

器高　7．0

口径　　8。1

底径　7．55

脚部円孔3個あり 雲母、乳白色粒含有
褐色（圷部内面黒色〉

焼成良

挿　図
　　　61図　版

土師器・柑

器高　8．3

口径　11。2

底径　　3．6

口縁部外面横ナデ

体部外面ナデ後研磨

底面研磨痕あり

小石、石英粒含有
淡褐色（スス付着〉

焼成良

　　図
挿　　　62

図　版
土師器・塊

器高　7．5

口径　10．0

底径　3．15

頸部↓方向の削り？

底部内面ナデ後研磨、外面、周辺部ヘラ削り後研磨 砂粒含有
赤褐色（スス付着）

焼成良

　　図
挿　　　63

図　版

土　師　器

　　器　台

器高　8．25

口径　　7．3

底径　13．1

受け部ハケナデ

脚部内面ハケナデ

雲母、石英粒、黒色

粒含有

赤褐色

焼成良

　　図
挿　　　64

図　版

土師器・

甕形土器

器高11．25

口径12。35

底径　4，4

口縁部体部外面横ナデ後ハケ（？〉後研磨

肩部内面ヘラナデ研磨

底部外面ヘラ削り後研磨？

砂粒、雲母、石英粒

含有

淡茶褐色

焼成良

　　図
挿　　　65

図　版

土　師　器

　　高　杯

器高　9．6

口径　14。0

底径　　8，2

外面全面横ハケナデ

脚部内面横ナデ

石英粒、乳白色粒含

有

赤褐色（スス付着）

焼成良

　　図
挿　　　66

図　版

土　師　器

　　高　杯

器高　14．1

口径　23．0

底径　13．2

杯部内外面ヘラナデ

脚部外面ヘラナデ、円孔3個あり
雲母、石英粒含有

淡褐色

焼成良

挿　図

　　　67
図　版

土　師　器

　器　台

器高　8．35

口径　7．9

脚口唇部
径　　10，6

脚部円孔3個あり
雲母、石英粒、乳白

色粒含有

淡褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　　68図　版

土師器・甕

器高15．25

口径　12．8

底径　　5．5

口縁部内外面横ナデ

底部面研磨痕あり
砂粒、石英粒含有

赤褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　　69図　版

土師器・
脚　付　甕

器高　22．7

口径16．05

底径　7．45

口縁部内外面横ナデ

体部外面ハケメ
砂粒含有

淡茶褐色（スス付着）

焼成良

挿　図
　　　74図　版

土師器・壷

器高　29．2

口径　17．4

底径　　7．4

口縁部折り返し口縁、第1次整形ハケナデ

頸部体部第1次整形ハケナデ
小石、砂粒含有

淡黄褐色

焼成良

挿　図
　　　79図　版

土師器・壺

器高　31，8

口径　18．2

底径　8．6

口唇部内外面横ナデ、口縁部内面横ナデ、外面ナデ

頸部内面研磨、外面縦ナデ研磨、体部内面ナデ指頭圧痕あ

り、底部木の葉痕あり

軽石粒、小石粒、砂

粒含有

炭化米あり、体部外面淡黄

褐色、部分的に黒斑あり

焼成良

挿　図
　　　80図　版

土師器・壼

器高　29．0

口径　20．0

底径　8．8

口唇部横ナデ

ロ縁部胴部内外面ハケメ後ヘラ磨き
砂粒含有

炭化米あり

淡黄褐色、内面黒色

焼成良

挿　図
　　　81
図　版

土師器・壼

器高　34．6

口径　16．8

底径　7．0

口唇部ナデ後研磨、口縁部外面指頭圧痕あり、ハケ調整後
研磨、頸部指頭圧痕あり、ハケ調整、体部内面横ハゲナデ
外面ハケ調整後研磨、底部削り後研磨、周辺部削りに類似
する研磨

小石、砂粒含有

淡黄褐色

胴下半部に炭化物付着

焼成良

挿　図
　　　82図　版

土師器・壼

器高　29．8

口径　13。0

底径　　9．0

体部内面横ナデ、斜めハケメ、

外面第1次整形、横斜めハケメ後研磨

軽石粒、小石、砂粒

含有

体部外面淡黄褐色

部分的に黒斑あり

内面スス付着、焼成良

挿　図
　　　84図　版

土師器・壷

（大　型）

器高　　64

口径　23．6

底径　18．8

口縁部上段外面ハケ後横研磨、下段研磨に近い削り、指頭

圧痕あり、体部ハケ後研磨

底部立ち上がりの周辺部研磨に近い削り

砂粒含有
淡茶褐色

焼成良

98
挿　図
　　　72図　版

土師器・甕 口径　16．4
口縁部内面ハケメ後研磨、外面ハケメ

肩部内面ヘラナデ、外面ハケメ後研磨

きめ細かい

雲母含有

赤褐色（スス付着〉

焼成良

100
挿　図
　　　70図　版

土師器・塊

器高　6．4

口径　13．0

底径　3．55

口縁部内外面横ナデ

体部内面ヘラナデ、外面削り

細かい、雲母、石英

粒、小石含有

茶褐色

焼成良

101

挿　図
　　　119図　版

石製模造品 長さ　7．15 滑石製、青白色、径2mmの孔が1つある

挿　図
　　　124図　版

石製模造品 長さ　3．7 滑石製、青白色、径3mmの孔が1つある

107
挿　図
　　　121
図　版

石製有孔
円　　　盤

径　　　3，8 滑石製、青灰色、中央に径2mmの孔が1つある

111
挿　図
　　　71図　版

土師器・
台　付　塊

器高　12。7

口径11．75

底径9．05

口縁部内外面横ナデ

体部内面ナデ、外面ハケメ

台部内面ハケメ、外面削り

乳白色粒、石英粒含

有

赤褐色（スス付着）

焼成良

一15一



住居
番号 遺物番号 器　　種 法量（cm） 技　　　　　法　　　　　等　　　　　　　　　　胎　　　土　　　　　　備　　　　　考

113
挿　図

　117図　版

石製有孔
円　　　盤

径　　　2，1 滑石製、青灰色、中央に径3mmの孔が2っある

⑬

挿　図

　　73図　版
土師器・腕

器高　8．1

口径　10．5

底径　3．55

口縁部内外面横ナデ 乳白色粒含有
赤褐色（スス付着）

焼成良

挿　図

　　75図　版
土師器・甕 口径　17．5 口縁部横ナデ

細かい

雲母、乳白色粒含有

淡褐色（スス付着）

焼成良

挿　図

　　76図　版
土師器・塊

器高　6．65

口径12．05

底径　5．0

口縁部内外面横ナデ、外面ヘラ削り

体部外面ヘラ削り
雲母、乳白色粒含有

赤褐色（スス付着）

焼成良

挿　図

　　77図　版
土師器・杯

器高　5，7

口径　15．0

口縁部外面横ナデ、体部外面上半ハケナデの後指ナデ？下

半ヘラ削り、底部ヘラ削り

雲母、砂粒、石英粒

含有

淡茶褐色

焼成良

挿　図

　　78図　版

土師器・
小　形　甕

器高　8．5

口径　11．2

底径　　3．5

口縁部内外面横ナデ

体部外面ヘラ削り

きめ細かい

雲母、石英粒含有

赤褐色

焼成良

挿　図

　　83図　版

土師器・
甑（単孔）

器高　23，3

口径　23．4

底径　7．1

口縁部内面横ナデ、外面ナデ

体部内面ハケナデ、外面ハケナデ、下位ヘラ削り

雲母、砂粒、石英粒

含有

茶褐色

焼成良

挿　図

　　85
図　版

土　師　器

　高　1不

器高15．05

口径　18．7

脚口唇部
径　　14，1

圷部内面ナデ後放射状暗文、口縁部外面ナデ

体部外面ヘラ削り後指ナデ？

底部外面ヘラ削り

脚部内面ヘラナデ、外面研磨横ナデ

雲母、砂粒、石英粒

含有

赤褐色（脚部黒色〉

焼成良

挿　図

　　86
図　版

土　師　器

　高　杯

器高　16，1

口径20。05

脚口唇部
径　　13．85

圷部上半内外面横ナデ、下半内面研磨

脚部外面研磨

柱部内面削り

裾部内面横ナデ

乳白色粒、黒色粒含

有

赤褐色（スス付着〉

焼成良

挿　図

　　87図　版

土　師　器

　高　杯

器高　15．5

口径　17．6

底径13．65

杯部内面横ナデ後研磨、外面横ナデ

脚部内面横ナデ、円孔1個あり

黒雲母、乳白色粒含

有

赤褐色（スス付着）

焼成良

挿　図

　　88図　版
土師器・壷 底径　　4．2 体部外面ヘラ削り 雲母、乳白色粒含有

赤褐色（スス付着）

焼成良

挿　図

　　89図　版
土師器・褻

器高　16．2

口径　13，9

口縁部内外面横ナデ

体部内面ヘラナデ、外面ヘラ削り
砂粒、小石含有

赤褐色（スス付着）

焼成良

挿　図

　　90図　版
土師器・甕 口径　15．7

口縁部内外面横ナデ、頸部指頭圧痕あり

体部内面ヘラナデ、外面ヘラ削り

雲母、砂粒、石英粒

軽石粒（？）含有

茶　色

焼成良

挿　図

　120図　版
石製模造品 長さ　10．5 滑石製、茶褐色、径2mmの孔が1つある

117

挿　図

　　91図　版
土師器・鉢

器高　4．65

口径10．15

底径　4．3

輪積み痕あり、口唇部ヘラ調整により整形

体部内外面ハケメ後研磨

底部面切り離し後周辺部研磨

砂粒含有
赤褐色（スス付着）

焼成良

挿　図

　　92
図　版

土　師　器

　高　圷

器高　10．9

口径　15．9

脚口唇部
径　　8．9

杯部口唇部内面横ナデ研磨、外面横ナデ

脚部内面横ナデ、外面研磨
砂粒、小石粒含有

淡茶褐色

焼成良

⑫

挿　図

　101図　版
弥　　　生 体部外面筋状の線文様ぐ縄目の文様あり、一部に朱が残る

細かい

砂粒含有

淡茶褐色（スス付着）

焼成良

挿　図

　102図　版
弥　　　生 体部外面筋状の線文様あり、所々に朱が残る

細かい

砂粒含有

淡茶褐色

焼成良

挿　図

　103図　版
弥　　　生 体部外面縄文をナデによりすり消し、ヘラガキ条痕文あり

細かい

砂粒、小石粒含有

茶褐色

焼成良

挿　図

　105図　版

土師器・手

づくね土器

器高　4。4

口径　3．3
口縁部体部指頭圧痕あり

茶褐色粒、黒褐色粒

含有

茶褐色（スス付着）

焼成良

挿　図

　130図　版
弥　　　生 口唇部縄文あり、径3mmの孔が2つある

細かい

砂粒含有

淡茶褐色（スス付着）

焼成良

挿　図

　131図　版
弥　　　生 体部外面筋状の線文様あり

細かい

小石含有

茶褐色

焼成良

126

挿　図

　　95図　版

須恵器・
短　頸　壷

器高　6．7

口径　7．75

底径　8．15

底部切り離し、回転糸切り、中央くぽみあり きめ細かい

白灰色（鉄分がほぼ全面に

付着）

焼成良

挿　図

　　96図　版
土師器・甕

器高　27。9

口径　21。3

底径　　3．2

口縁部内外面横ナデ

体部内面ヘラナデ、外面削り

細かい

小石含有

赤褐色（スス付着）

焼成不良

井戸

1
挿　図

　　94図　版
土師器・圷

器高　3．25

口径　12，1

口縁部内外面横ナデ、体部内面横ナデ、外面削り

底部内面に墨書「尺」あり
きめ細かい

茶褐色（スス付着）

焼成良

表採
挿　図

　104図　版

縄文・尖底
土器　　（胴
部～底部）

羽状縄文あり
細かい

雲母含有

淡茶褐色（スス付着）

焼成不良

※　住居番号○印は、抽出した住居跡。
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（2）96号住居跡出土の炭化遺物

　96号住居跡北側より出土した壺（Nα79，80）内の炭化遺物について分折した結果、次のような結

果を得た。

　a．調査方法

　　箭　別…縦目筋によ1）、1．8mm以上1mm問隔によって焼玄米及び炭化物を土から分離し、各厚さ

　　　　　　　　　　　む　　　　　　別の粒数ならびに重量を測定した。

　b．調査結果

（力　壷内炭化物の成分

　　土（火山灰性砂質黒ボク土）　220g（水分含量36％）二乾土14q。8g

　　炭化物　　　　　　　　　　　　　　17．5g（乾物）／乾土140．8g

（イ）縦目舗による1分間振動舗別結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表5

厚 さ 粒 数 重 旦
里 備 考

2．4mm以上 904粒 7．29

2。2mm以上 625粒 4．29 2201粒

2．1mm以上 276粒 1．89 15．2g

2．Omm以上 396粒 2．O　g

1．9mm以上 226粒 1．19 ｝ 511粒

1．8mm以上 285粒 1．29 2．39

1，8mm以下 （土壌）

（ウ）焼玄米の厚さ別の長さ、幅の測定結果

厚さ2．4mm以上 （単位mm）表6

長さ 4．5 4．5 5．0 4．8 5．5 5．7 5．O 4．5 5．O 4．8 5．7 4．7 4．7 4．3 5．5 4．3 4．4 4．5 4．6 5．O

幅 2．5 2．7 2．3 3．0 3．O 2．5 2．7 2．8 3．O 2．5 2．3 2．6 2．5 2．3 2．3 2．8 2．5 2．3 2．3 2．5

長さ／幅 1．8 1．7 2．2 1．6 1．8 2．3 1．9 1．6 1．7 1．9 2．5 1．8 1．9 1．9 2．4 1．5 1．8 2．0 2．O 2．O

厚さ2．2mm以上

長さ 5．O 4．8 5．3 5．0 4．3 5．O 4．3 5．5 4．5 4．8 5．O 4．5 5．5 4．7 4．5 4．8 5．2 4．5 4．8 5．O

幅 2．6 3．O 2．3 2．2 2．O 2．6 2．3 2．5 2．5 2．5 2．6 2．3 2．3 2．4 2．3 2．8 2．6 2．4 3．0 3．0

長さ／幅 1．9 1．6 2．3 2．3 2．2 1．9 1．9 2．2 1．8 1．9 1．9 2．0 2．4 2．0 2．O 1．7 2．O 1．9 1．6 1．7

〆

厚さ2。1mm以上

長さ 4．8 4．6 4．O 4．8 5．0 4．2 4．5 4．5 4．7 4．5 5．O 4．5 4．6 4．7 4．2 4．8 4．5 4．5 4．6 4．3

幅 2．3 2．2 2．5 2．5 2．5 2．5 2．2 2．5 2．5 2．5 2．5 2．2 2．2 2．5 2．O 2．6 2．6 2．3 2．3 2．8

長さ／幅 2．1 2．1 1．6 1．9 2．O 1．7 2．O 1．8 1．9 1．8 2．O 2．O 2．1 1．9 2．1 1．8 1．7 2．O 2．0 1．5

厚さ2．Omm以上

長さ 5．3 4．5 4．3 4．O 4．3 4．8 4．O 4．5 4．3 4．7 4．3 4．8 4．5 4．3 5．0 4．5 4．5 4．8 4．5 4．4

幅 2．3 2．5 2．2 2．5 2．2 2．5 2．3 2．7 2．5 2．5 2．5 2．5 2．3 2．3 2．7 2．3 2．3 2．6 2．3 2．5

長さ／幅 2．3 1．8 2．O 1．6 2．0 1．9 1．7 1．7 1．7 1．9 1．7 1．9 2．0 1’．9 1．9 2．0 2．0 1．8 2．0 1．8

一23一



厚さ2．Omm以下

長さ 2．3 2．5 2．5 2．7 2．7 2．6 2．5 2．7 2．2 2．8 2．3 2．0 2．2 2．5 2．4 2．7 2．5 2．5 2．O 2．4

幅 1．8 2．0 2．3 2．O 2．0 2．0 1．8 2．0 1．8 2．2 2．2 1．8 1．6 1．8 1．7 2．O 2．O 2．0 2．0 2．O

長さ／幅 1．3 1．3 1．1 1．4 1．4 1．3 1．4 1．4 1．2 1．3 1．0 1．1 1．4 1．4 1．4 1．4 1．3 1．3 1．O 1．2

＠）焼玄米の長さ｛幅比調査 （単位mm）表7

厚　　さ 長　さ 幅 長さ／幅 厚　　さ 長　さ 幅 長さ／幅

2．4mm以上 4．85 2．57 1．89 2．Omm以上 4．51 2．43 1．86

2．2mm以上 4．85 2．51 1．93 1．9mm以上 2．45 1．96 1．26

2．1mm以上 4．57 2．41 1．89 1，8mm以上

（オ）焼玄米の長さ、幅比の分布 （　）内は％　表8

　　長さ／幅
粒厚

2．5 2．4 2．3 2．2 2．1 2．0 1．9 1．8 1．7 1．6 1．5 計

4．5 4．5 4．5 4．5
一 13．5 18．O 18．0 9．0 9．O 4．5 90．0

2．4mm以上
（5） （5） （5） （5） （一） （15） （20） （20） （10） （10） （5） （100）

『
3．1 6．2 6．2

一 12．4 18．6 3．1 6．2 6．2
一 62．0

2．2mm以上
（一） （5） （10） （10） （一） （20） （30） （5） （10） （10） （一） （100）

『 『 一 一
5．6 8．4 4．2 4．2 2．8 1．4 1．4 28．O

2．1mm以上
（一） （一） （一） （一） （20） （30） （15’） （15） （10） （5） （5） （100）

一 一
2．O

一 『 12．0 10．O 6．0 8．O 2．0
一 40．0

2．Omm以上
（一） （一） （5） （一） （一） （30） （25） （15） （20） （5） （一） （100）

4．5 7．6 12．7 10．7 5．6 46．3 50．8 31．3 26．O 18．6 5．9 220．O
計

（2．0） （3．5） （5．8） （4．9） （2．5） （21，0） （23．1） （14，2） （11．8） （8．5） （2。7） （100）

長さ／幅二2．2以上の玄米の平均

　　　　長さ＝5．3mm　　幅：＝2．3mm

長さ／幅＝2．1以下の玄米の平均

　　　　長さ＝4．6mm　　幅＝2．5mm

長さ2．Omm未満の種子511粒の平均

　　　　長さ＝2．45mm　　幅＝1。96mm

く参考資料〉

玄米の特徴

長さ／幅＝2，30

長さ／幅；1．84

長さ／幅＝L26、

（単位mm）表9

改　良　水　稲 在　来　水　稲 在来陸稲 陸　稲

赤　稲日本晴 トヨニシキ コシヒカリ 亀　治 坊　主 選　一 浦三1号 早生江曽島濡

長　さ 5．1 5．0 5．2 5．2 5．3 4．9 6．0 5．7 6．2

幅 2．7 2．8 2．8 3．1 2．9 2．8 3．2 3．1 2．5

長さ／幅 1．9 1．8 1．9 1．7 1．8 1．8 1．8 1．9 2．5

ヒエ種子　長さ二2～3mm、幅二1，5～2．5mm
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　c．考　察

（勃　焼玄米について

　焼玄米には、細長いインディカ型と短いジャポニカ型がみられる。インディヵ型の頻度は16．2

％である。また、曲玉型の登熟不良米が多数みられ、焼ける前に砕けたと思われる砕米も混入して

いる。さらに、玄米の縦溝が深く、小麦と見まちがうほどのものもある。これは、栽培方法、気象

条件などにより十分な登熟を果すことができなかったことを示している。

　インディカ型の細長い玄米については、この地域にインディカ型が栽培されていたことを示すも

のではなく、トウボウシなどと言われる野生の赤米が雑草として生えていたことを示すものと思わ

れる。

　玄米の長さは平均4，6mmで、幅も平均2．5mmであ1）、現在の品種としては極く小粒種に属し、在来

品種の選一などよりも小粒である。このことは、一つには、登熟不良や生長期間の肥料不足、また、

頴花、籾穀の発育する時期の栄養不足により籾が小さいために玄米も小さくなったこともあり得る

が、小粒種としての遺伝性の方が大きかつたものと考えられる。

（イ）玄米以外の種子について

　形態、大きさなどから、ヒエ種子である可能性が最も高い。アワ、キビなどにしては、粒形、大

きさが必ずしも一致しない。

　このように、ヒエ種子が多量に玄米と混在していたことは、当時、ヒエも栽培して、米と同時に

食糧に供していたことを示すものと考えられる。

（ウ）混入土について

黒棄鷺1∫い鵬　富む火山灰砂質㊤

　d．関連事項

　　炭化米の出土例は、群馬県内では高崎市の日高

　遺跡や新保遺跡などにみることができる。なお時

簾餐綴欝麟饗禦告1　◎
　の長粒は赤米と推定されている。その他、多くの

　出土した焼米には長粒が混入している場合が多い。

　　長粒の赤米は味が悪く少収で、脱粒性も高いの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酷
　で、稲作の雑草として取1）扱われ、明治時代以後

　になって除去、撲滅させられたものが多い。かつ

ての朝鮮では極めて多量に発生している・　　1塗羽””馨1讐讐ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図版2　炭化米（1目盛＝I　mm）
〈参考文献＞

　　日本古代稲作史研究　1959年　安藤広太郎著

　　稲の日本史　　　　　　　　　盛永俊太郎著

　　日本の稲　　　　　1957年　盛永俊太郎著
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図版4
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5．女堀遺構

　国道50号線に取りつく進入道路部分に女堀遺構がかかるため、調査を行った。

　調査区域は現在水田として使用されており、また、削平を受けていることから立面的には女堀遺構

としてとらえることができなかった。しかし、西側には女堀を一部転用したと思われる鶴ヶ谷沼が

あり、東側には約150mほど隔てて土手状遺構が残っており、かかる状況から女堀遺構の範囲を推定し

した。

　水田地ということ、台地状地形の先端に位置することなど、当初から湧水が心配されたため比較

的雨量の増加する梅雨の前、すなわち4月下旬に調査期間を選んだ。調査はトレンチ内での処理を

原則とし、バック・フォーによる掘削を行った。その結果、激しい湧水のため底部確認は困難であ

ったが、そういった状況の中で、大旨次のようなことが明らかとなった。

①女堀の幅は上端でおよそ21mを測る．

②女堀の開穿時期はB軽石堆積後であることが地層観察により明らかとなったが、さらに細かな年

　代観についてはB軽石直上付近まで耕作が及んでいるため明確にはし得なかった。

③現在、鶴ケ谷沼以東より宮川以西まで、東西に細長い畦畔が続いているが、これがほぼ女堀の南

　北幅に相当することが判明した。特に今回の調査区域では、女塀遺構の北の立ちあがりと現水田

　の北畦畔が同一である調査結果を得ることができた。

図版10　女堀遺構

南立ちあがり（平面）

遠景（西より望む）

南立ちあがり（地層断面）
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6．古墓・集石遺構

　B区において合計20基の古墓が検出された。

　遺構は南へ緩やかに傾斜する面上に、東西12m、南北3mの範囲で確認されたもので、そのうち、

1号墓・2号墓は骨蔵器を伴っでいた。いずれも墓域を示すと考えられる石組等は明確にとらえら

れなかったが、近接して4基の集石遺構が確認されたこと、および古墓群直上で若干の川原石・山

石が検出されたことから、古墓構築当時において何らかの形で石組が存在したことが推定された。

　各遺構の概要は次表に示すとおりである。

古墓一覧 （単位cm）表10

墓　　　　　　　　　墳
遺　物 骨 備　　　　　　　　　考

掘　レ）方
プ　ラ　ン

掘『）方セ
クション 埋　　　土 規　　　模

1 円　　形 褐　色　土
径　　50
深　　20

骨蔵器 O 骨蔵器の大きさに比して、掘り方が大きめに掘られていた

2 正円形 褐　色　土
径　　40
深　　30

骨蔵器 O 掘り方内の側面三方、及び底部に扁平な川原石が据えられ骨蔵器にも蓋石として川原石（φ25）が置かれていた

3 不整円形
最大径55
深　　15 O

4 円　　形
径　　140
深　　35 古銭2

○
明確な石組は認められなかったが、掘『）方プランを覆
うように石が数個置かれていた

5 楕円形
最大径40
深　　15

×

6
径　　40
（推定）

○ 遺構面が浅く、明確な掘り方は得られなかった

7 正円形
径　　30
深　　20

○

8 楕円形 V
．

最大径60＋α

　深　　10
○ 古墓9と重複

9 楕円形
最大径65
深　　30 O 古墓8と重複　新旧関係は不明

10 径　　30 O 墓墳の規模は骨片の散布範囲による

11 楕円形 し∫
上層・暗褐色土

下層・黒色土
最大径70
深　　40

○ 角閃石安山岩の塔婆立をもつ

12 円　　形
径　　25
深　　10

○ 古墓15と重複

13 楕円形
最大径95
深　　30

○

14 楕円形
最大径50
深　　15 O

15 円　　形
径　　25

深　　10 O 古墓12と重複　新旧関係は不明

16 円　　形 径　　30 O

17 不整円形 黒　色　土
最大径50

深　　20 O 埋土の黒色土中には、下位から上位まで扁平な川原石が多数混入していた

18

し∫
上層・暗褐色土

下層・褐色土
深　　40 ○ 古墓20と重複

19 円　　形
径　　30
深　　15 O

20 ○ 古墓18と重複　古墓18→古墓20
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図版口 古墓群

1濁－二、“∈l
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骨蔵器2

10㎝0

挿　図　15　骨蔵器実測図

1号古墓

＼

’ぜ

骨蔵器1

それぞれ見られる。調整は頸部から口縁部にかけて内・

とも横方向のナデが施されている。

　2も1と同じく軟質陶器であるが、色調は黒褐色をおびる。

焼成は比較的良好であるが、肩部から胴部中位にかけて煙し

が顕著である。胎土中には雲母粒、石英粒を初めとして多量

　　　　　　　　　　　　　　　　　いの砂質分を含む。器面は胴部を中心として凍てによる荒れが

　　　　　　　骨蔵器2

　なお、前述した骨蔵器の

他に、古銭、板碑等が出土

している。

O骨蔵器（挿図15、図版11）

　1は赤味の淡褐色を呈す

る、所謂軟質陶器である。

胴部中位から下位にかけて

は縦方向のヘラ削りが、上

位には横方向のヘラ削1）が

　　　　　　　　　外面

目立つが、胴部下位に縦方向のヘラ削りが確認される。底部切り離しは静止糸切りによるが、周辺

部にはヘラ調整が施される。

　前橋市周辺では、富田古墓群、大胡町茂木古墓群、境町妥女古墓等の中世墓が報告されているが、

これらの古墓から出土した骨蔵器と比較したとき、特に富田古墓群との類似性を指摘することがで

きる。富田古墓群では古墓築造の年代を遺物等から1300年代と見ており、

本遺跡出土の骨蔵器もこの時期のものとしてとらえておきたい。

○古銭（挿図16）

　4号墓より、2枚の北宋銭が出土している。1は皇宋通寳（字順・申）

と読め、径2．4cm重さ3．29を測る（初鋳年代・1039年）。2は煕寧元寳

（字順・＼〉）であり、径2．3cm重さ3．5gを測る（初鋳年代・1068年）。いず

れも、六道思想に基く副葬品として埋納されたものであろうか。

古銭拓影

挿　図　16

35



皿　ま　と　め

　本調査対象地の調査前の状況は、大部分が開墾によって桑畑や畑となト）、女堀跡だけが畔として

残1）その範囲をほぼ現在に伝えているのみであった。しかし、今回の発掘調査によって、本遺跡地

は古代から中世に及ぶ遺構・遺物を有する複合遺跡であることがわかり、次のような成果を収める

ことができた。

1．縄文時代の遺物を伴う遺構は検出されなかったが、埋土の様子から縄文期のものと推定される

　ピットが西側丘陵地（A区）から1基検出された。また、遺物の地表採集調査では、東側丘陵地

　（B区）に縄文土器の散布が比較的多く、その中に縄文早期に比定される土器片も認められるこ

　とから、約7000年前の生活を跡づける資料を得ることができた。

2．弥生土器を伴出する住居跡、及び、遺物は伴わなかったがそれに類似した形態をもつ住居跡を

　B区から検出した。これは、本遺跡地のみにとどまらず、発見報告のある西大室、富田地区とと

　もに弥生期末期の生活範囲を考えるための資料となりうるものである。

3．古墳時代にかかわる遺構について

　（1）A区全面から検出された竪穴住居跡120軒の内、92軒が古墳時代のものと推定された。土器の

　　観察から、石田川期→和泉期→鬼高期と間断なく続くことがわかり、特に鬼高期に至って急激

　　に軒数が増加することが判明した。これは、集落の形成を考える上で欠かせない資料であン）、

　　同時に、各時期の住居の規模や形の変化、炉からカマドヘの移り変わり、生活用具の変化など

　　を知る上で貴重な資料になると考えられる。

　（2）火災によって廃棄されたと考えられる96号住居跡の検出によって、当時の食糧形態の一端や

　　収獲された米の貯蔵形態及び一住居内で使用された土器の種類や数などを知る上で貴重な資料

　　を得た。なお、この焼玄米の検出とA・B区に狭まれた谷地の地形とを考え合わせると、ここ

　　に谷地田を中心とした水田址の存在が推定できる。

4．奈良・平安時代にかかわる遺構は、竪穴住居跡がA区から28軒、B区から6軒検出されたほか、

　生活・生産に関係するピットや溝、井戸跡も検出された。特に竪穴住居跡は、第1年次調査地の

　発掘区北部で顕著に見られたと同様、東南の微傾斜地に集中して造られている傾向を示す資料を

　得ることができた。これは前年のデータと合わせて、地形と居住との関係を考える上で貴重な資

　料になると思われる。

5．中世期と推定される墓跡群が板碑・古銭を伴ってB区中央部から検出された。これは14世紀代

　と推定され、南北朝から室町初期の信仰の一端を知る上で貴重な資料である。特に、この時期と

　考えられる浄土門の前橋東部への浸透と考え合わせると、隣接地の富田遺跡群の古墓群、あるい

　は点在する中世石造物とともに、中世における荒砥地区の信仰形態を考える上で貴重な資料にな

　ると思われる。

6．女堀については、道路施工上の制約などによヒ）トレンチ調査を実施したが、現在の北側の畔が

　女堀の北の立ち上がりにほぼ対応すること、及びB軽石の純層（紫灰）の堆積後、時をおいて開

　穿されていることが確認できた。
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